
梅
尭
臣
の
後
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友
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梅
尭
臣
の
友
人
と
い
え
ば
、
親
友
の
欧
陽
脩
や
蘇
舜
欽
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
、
「
晩
に
得
た
り　

二
友
生
」
、
梅
尭
臣
が

年
を
と
っ
て
か
ら
の
友
人
斐
燈
（
字
は
如
晦
）
と
宋
敏
修
（
字
は
中
道
）
、
こ
の
二
人
と
の
交
友
に
焦
点
を
あ
て
て
み
た
い
。
「
性
僻　

交

　
　
　
　

マ
こ

游　

寡
し
」
、
じ
ぶ
ん
は
非
社
交
的
な
性
格
で
あ
る
と
梅
尭
臣
は
い
う
が
、
梅
尭
臣
の
後
半
生
を
考
え
る
場
合
、
彼
ら
と
の
交
友
を
抜
き

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
朱
東
潤
氏
の
『
梅
尭
臣
集
編
年
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
は
梅
尭
臣
三
〇
歳
か
ら
五
九
歳
ま
で
の
作
品

を
編
年
に
並
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
斐
但
の
名
が
初
め
て
梅
莞
臣
の
詩
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
巻
一
二
、
慶
暦
二
（
一
〇
四
二
）

年
、
梅
尭
臣
四
一
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
の
後
、
生
涯
を
つ
う
じ
て
交
友
が
あ
り
、
二
九
首
の
詩
に
斐
燈
の
名
が
み
え
る
。
い
っ
ぽ
う
、
宋

敏
修
の
名
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
斐
恨
に
遅
れ
る
こ
と
三
年
の
慶
暦
五
二
〇
四
五
）
年
、
梅
尭
臣
四
四
歳
（
巻
一
五
）
の
と
き
で
あ
り
、

三
五
首
の
詩
に
そ
の
名
が
み
え
、
や
は
り
生
涯
を
通
じ
て
交
友
が
続
い
た
。

　

劉
守
宜
氏
の
『
梅
尭
臣
詩
之
研
究
及
其
年
譜
』
（
文
史
哲
出
版
社
）
に
は
、
梅
尭
臣
の
友
人
（
外
戚
以
外
）
を
、

（一j
欧
陽
脩
と
河
内
の
友
人
た
ち

（
二
）
交
友
の
密
な
者

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　
　

－
装
堤
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
ー

七
七
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（
三
）
交
友
の
疏
な
者

（
四
）
僧
侶

の
四
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
二
）
は
、
梅
尭
臣
が
河
南
縣
主
簿
と
し
て
洛
陽
に
い
た
天
聖
九
二
〇
三
一
）
年
、
三
〇
歳
当
時
に
す
で

に
親
交
の
あ
っ
た
相
手
で
あ
り
、
い
わ
ば
青
春
時
代
を
と
も
に
し
た
相
手
で
あ
る
。
欧
陽
脩
の
よ
う
に
生
涯
を
つ
う
じ
て
交
友
の
あ
っ
た

者
の
ほ
か
に
も
、
銭
惟
演
（
一
〇
三
四
年
卒
）
・
サ
源
（
一
〇
四
五
年
卒
）
・
サ
沫
（
一
〇
四
七
年
卒
）
の
よ
う
に
相
手
の
死
に
よ
っ
て

交
友
が
途
絶
え
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
劉
守
宜
氏
は
、
斐
燈
を
「
（
二
）
交
友
の
密
な
者
」
の
、
萢
仲
滝
に
次
ぐ
二
番
目
に
、
ま
た
、
宋
敏

修
の
名
を
同
じ
く
四
番
目
（
兄
の
宋
敏
求
が
三
番
目
）
に
挙
げ
て
い
る
。
萢
仲
滝
の
名
は
梅
尭
臣
三
二
歳
の
詩
に
す
で
に
み
え
る
も
の
の
、

の
ち
に
疎
遠
に
な
り
、
皇
祐
四
（
一
〇
五
二
）
年
の
萢
仲
俺
の
死
に
よ
っ
て
そ
の
交
友
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。
萢
仲
滝
に
宛
て
た
十
首
に

満
た
ぬ
作
品
数
に
く
ら
べ
れ
ば
、
斐
燈
と
宋
敏
修
へ
の
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
三
倍
の
量
を
ほ
こ
る
。

　

し
か
も
、
梅
尭
臣
は
し
ば
し
ば
こ
の
二
人
を
「
斐
宋
」
と
併
記
し
て
い
る
。
と
り
た
て
て
有
名
で
は
な
い
こ
の
二
人
を
並
称
す
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
ゴ
い

一
般
的
で
は
な
い
，
、
た
と
え
ば
欧
陽
脩
が
斐
燈
に
与
え
た
書
簡
に
は
梅
尭
臣
の
名
は
み
え
る
が
宋
敏
修
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
本
論
で
は
、

交
友
の
時
期
の
重
な
り
と
作
品
数
と
い
う
理
由
の
み
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
入
を
と
り
あ
げ
る
わ
け
で
は
な
い
。
梅
尭
臣
が
し
ば
し
ば
こ
の

二
人
を
併
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
は
じ
め
て
二
人
を
併
記
し
た
の
は
皇
祐
三
（
一
〇
五
一
）
年
、
梅
尭
臣
五
十
歳
の
作
品
、
「
依
韻

解
中
道
如
晦
調
」
詩
と
「
月
下
懐
斐
如
晦
宋
中
道
」
詩
で
あ
り
、
「
吾
が
交
に　

斐
宋　

有
り
」
と
う
た
う
。
ま
た
そ
の
五
年
後
の
「
送

宋
中
道
太
博
倖
廣
平
」
詩
に
お
い
て
は
宋
敏
修
へ
の
送
別
詩
で
あ
る
の
に
「
晩
に
得
た
り　

二
友
生
」
と
詠
い
、
そ
の
原
注
に
「
斐
如
晦

時
に
亦　

呉
江
に
宰
た
り
」
と
そ
の
場
に
い
な
い
斐
燈
に
も
想
い
を
馳
せ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
梅
尭
臣
は
と
き
に
友
人

を
「
夢
」
に
見
、
目
覚
め
て
か
ら
詩
を
作
っ
て
い
る
が
、
斐
燈
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
も
夢
が
覚
め
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
詩
を
お
く
っ
て
い

る
。
夢
を
見
て
詩
を
作
る
の
は
梅
尭
臣
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
李
白
や
白
居
易
、
李
商
隠
な
ど
、
唐
の
詩
人
に
も
多
く
み
ら
れ
る
。



夢
の
詩
全
般
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
が
、
梅
尭
臣
の
場
合
、
友
人
や
故
人
に
会
っ
て
い
る
場
面
が
多
く
、
相
手
か

ら
の
手
紙
を
受
け
取
る
予
兆
と
し
て
夢
を
見
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
梅
尭
臣
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
本
論
で
は
斐
・
宋
と
の
交

友
の
始
ま
り
、
そ
し
て
彼
ら
を
夢
に
み
た
詩
や
併
記
し
た
詩
を
通
じ
て
そ
の
親
密
の
度
合
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。

交
友
の
始
ま
り

　

斐
燈
が
梅
尭
臣
の
作
品
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
述
べ
た
よ
う
に
、
慶
暦
二
年
、
梅
尭
臣
四
一
歳
の
時
で
あ
る
。
ま
た
、
宋
敏
修
の

名
が
梅
尭
臣
の
作
品
に
初
め
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
そ
の
三
年
後
の
慶
暦
五
（
一
〇
四
五
）
年
で
あ
る
。
二
人
と
の
付
き
合
い
は
、
お
も

に
汗
京
で
深
め
ら
れ
た
。
交
友
の
あ
っ
た
時
期
の
梅
尭
臣
の
移
動
の
軌
跡
を
簡
単
に
追
う
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

・
慶
暦
二

・
慶
暦
五

・
慶
暦
六

・
慶
暦
七

・
慶
暦
八

・
皇
祐
元

・
皇
祐
三

・
皇
祐
五

二
〇
四
二
）
年

（
一
〇
四
五
）
年

（一

Z
四
⊥
ハ
）
年

（→

Z
四
七
）
年

（］

Z
四
八
）
年

（一

Z
四
九
）
年

（一

Z
五
二
年

2
0
五
三
）
年

潤
州
に
て
斐
煙
と
会
う
。

沖
京
に
て
斐
・
宋
と
頻
繁
に
往
来
す
る
。
六
月
、
許
州
に
赴
任
し
、

一
時
、
汗
京
に
戻
る
。

許
州
の
任
を
解
か
れ
、
沖
京
に
戻
る
。
斐
燈
、
河
陽
幕
に
赴
任
し
、

揚
州
、
鎮
州
へ
。
宋
敏
修
、
鄭
州
へ
墓
参
に
。

父
の
死
に
よ
り
故
郷
宣
城
に
戻
り
喪
に
服
す
。

喪
が
明
け
て
洋
京
に
戻
る
。
斐
・
宋
と
頻
繁
に
往
来
。

嫡
母
の
死
に
よ
り
宣
城
で
服
喪
。

斐
∵
宋
に
見
送
ら
れ
る
。

同
年
の
う
ち
に
戻
る
。

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

－
斐
焙
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
ー

七
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・
至
和
二
二
〇
五
五
）
年　

喪
が
明
け
て
汁
京
に
戻
る
。
揚
州
へ
。

・
嘉
祐
元
（
一
〇
五
六
）
年　

揚
州
、
酒
州
を
経
て
汗
京
に
戻
る
。

　

交
友
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
複
数
の
友
人
た
ち
と
宴
席
に
名
を
つ
ら
ね
る
程
度
の
付
き
合
い
だ
っ
た
の
が
、
梅
尭
臣
が
地
方
官
赴
任
や

服
喪
を
は
さ
ん
で
洋
京
に
も
ど
る
た
び
に
、
し
だ
い
に
友
人
の
な
か
で
も
特
別
な
存
在
に
昇
格
し
て
ゆ
く
よ
う
に
み
え
る
。

　

斐
煽
の
作
品
は
『
全
宋
詩
』
に
数
首
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
梅
尭
臣
と
の
交
友
を
う
か
が
わ
せ
る
装
燈
の
作
品
は
残
っ
て
い
な
い
。

『
宋
詩
紀
事
』
巻
一
六
に
は
、
「
燈　

字
は
如
晦
、
慶
暦
六
年
の
省
元
な
り
。
治
平
中
に
、
開
封
府
提
刑
を
以
っ
て
蘇
州
に
知
た
り
、
判

三
司
都
磨
勘
司
に
入
る
」
と
い
う
。
慶
暦
六
（
一
〇
四
六
）
年
に
省
元
（
礼
部
試
の
進
士
第
一
位
）
と
な
る
斐
慢
の
名
が
初
め
て
梅
尭
臣

の
詩
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
慶
暦
二
年
、
湖
州
へ
の
赴
任
前
に
潤
州
の
舟
の
中
で
年
越
し
す
る
梅
尭
臣
を
、
斐
燈
が
ヨ
繹
と
と
も
に
雨
の

中
を
訪
れ
た
際
の
「
舟
中
値
雨
斐
ヨ
ニ
君
相
與
見
過
」
詩
が
そ
れ
で
あ
る
（
ヨ
繹
は
の
ち
に
梅
尭
臣
の
後
妻
と
な
る
ヨ
氏
の
い
と
こ
で

あ
る
）
。
し
ば
ら
く
後
の
「
前
者
斐
君
雨
中
見
過
因
以
詩
謝
復
承
來
章
軌
依
韻
奉
和
」
詩
は
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
描
い
た
作
（
部
分
）
。

前
日
至
朱
方
、

正
値
春
雨
起
。

君
時
冒
雨
來
、

曾
不
避
泥
津
。

林
枝
滴
衣
襟
、

沙
岸
平
履
歯
。

前
日　

朱
方
に
至
り
、

正
に
春
雨
の
起
こ
る
に
値
う
。

君
時
に
雨
を
冒
し
て
來
た
り
、

　

な
わ

曾
ち
泥
淳
を
避
け
ず
。

林
枝　

衣
襟
に
滴
り
、

沙
岸　

履
歯
を
平
ら
か
に
す
。



相
歓
了
無
間
、

偶
論
通
遠
旨
。

　
　
　

つ　
　
　

へ
だ
た
パ

相
歓
ア
に
間
無
し
、

偶
論　

遠
旨　

通
ず
。

　

「
春
雨
」
の
な
か
、
「
君
」
は
「
泥
淳
」
に
汚
れ
る
の
も
い
と
わ
ず
に
や
っ
て
き
た
。
「
林
枝
」
か
ら
し
た
た
る
水
に
「
衣
襟
」
は
濡
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
つ

「
沙
岸
」
の
砂
粒
に
よ
っ
て
「
履
」
の
「
歯
」
が
す
り
減
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
「
相
歎
了
無
間
」
、
と
も
に
楽
し
み
く
つ
ろ
ぎ
、
ま
っ
た

く
へ
だ
た
り
を
感
じ
な
か
っ
た
。
梅
尭
臣
の
こ
れ
以
前
の
詩
に
は
斐
炮
の
名
は
見
え
ず
、
彼
ら
は
こ
の
時
が
初
対
面
か
、
そ
れ
に
近
い
間

柄
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
宋
敏
修
は
字
を
中
道
と
い
い
、
趙
州
平
棘
の
人
で
、
慶
暦
三
（
一
〇
四
三
）
年
に
進
士
出
身
を
賜
り
、
官
職
は
都
官
郎
中

　
　
　
　
　
　

ト　

に
ま
で
至
っ
た
。
宋
敏
修
の
名
が
初
め
て
梅
詩
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
こ
の
詩
の
三
年
後
の
慶
暦
五
（
一
〇
四
五
）
年
で
あ
る
。
兄
の
宋
敏

求
（
字
は
次
道
）
と
と
も
に
、
「
元
夕
同
次
道
中
道
平
叔
如
晦
賦
詩
得
閑
字
」
詩
に
そ
の
名
が
登
場
す
る
。
詩
題
に
斐
燈
の
名
も
み
え
、

元
宵
節
の
夜
を
斐
・
宋
と
と
も
に
す
ご
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
つ
で

　

六
月
、
梅
尭
臣
は
都
沐
京
を
離
れ
、
許
州
の
蒼
書
判
官
の
任
に
つ
く
。
都
を
離
れ
る
ま
で
、
斐
・
宋
を
含
む
友
人
た
ち
と
往
来
を
か

さ
ね
た
。
斐
・
宋
と
も
に
名
が
み
え
る
作
品
に
は
「
次
道
約
食
後
同
敏
叔
中
道
平
叔
如
晦
詣
景
徳
浴
以
風
埃
遂
止
」
詩
が
あ
り
、
斐
燈
の

み
の
も
の
に
は
「
和
斐
如
晦
雨
中
過
其
亡
兄
易
居
」
詩
、
「
雨
中
宿
謝
青
装
三
君
書
堂
」
詩
、
「
答
斐
送
序
意
」
詩
、
「
答
斐
如
晦
」
詩
が

あ
り
、
宋
敏
修
の
み
の
も
の
に
は
「
和
中
道
雨
樹
」
詩
、
「
答
中
道
小
疾
見
寄
」
詩
、
「
和
中
道
雨
中
見
寄
」
詩
、
「
和
中
道
伏
日
次
韻
」

詩
、
「
寄
宋
次
道
中
道
」
詩
、
「
寄
宋
中
道
」
詩
が
あ
る
。

　

梅
尭
臣
が
斐
燈
に
お
の
れ
の
詩
作
に
寄
せ
る
衿
持
と
抱
負
、
い
わ
ば
文
学
観
を
披
歴
す
る
「
答
斐
送
序
意
」
詩
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

こ
の
年
に
は
梅
尭
臣
は
ま
た
、
「
諭
烏
」
「
夢
登
河
漢
」
「
露
烏
後
賦
」
な
ど
、
政
局
を
風
刺
す
る
作
品
を
た
て
つ
づ
け
に
制
作
し
て
い
る
。

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

－
斐
檀
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
ー
ー

八
一
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ぐ
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ　

ド
や
こ

た
と
え
ば
、
許
州
へ
の
出
立
直
後
に
作
ら
れ
た
「
夢
登
河
漢
」
詩
は
、
梅
尭
臣
が
夢
の
中
で
、
「
牛
」
「
女
」
「
斗
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ニ

の
能
力
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
「
神
官
」
に
訴
え
る
内
容
で
あ
る
が
、
朱
東
潤
氏
の
『
梅
尭
臣
傳
』
に
よ
る
と
、
『
詩
経
』
「
小

雅
・
大
東
」
の
影
響
が
み
ら
れ
、
当
時
の
政
治
状
況
に
た
い
す
る
問
題
提
起
の
作
で
あ
る
と
い
う
。
時
局
を
風
刺
す
る
作
品
を
危
惧
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

の

斐
炮
が
「
意
」
を
「
序
」
べ
た
こ
と
に
た
い
す
る
梅
尭
臣
の
返
答
が
こ
の
「
答
装
送
序
意
」
詩
で
あ
る
。

我
欲
之
許
子
有
贈
、

爲
我
爲
學
勿
所
偏
。

誠
知
子
心
苦
愛
我
、

欲
我
文
字
無
不
全
。

居
常
見
我
足
吟
詠
、

乃
以
述
作
爲
不
然
。

始
日
子
知
今
則
否
、

固
亦
未
能
無
諭
焉
。

我
於
詩
言
山
豆
徒
爾
、

因
事
激
風
成
小
篇
、

辞
難
淺
随
頗
剋
苦
、

未
到
二
雅
未
忍
掲
。

安
取
唐
季
二
一
二
子
、

我　

許
に
之
か
ん
と
欲
す
る
に　

子　

贈
る
有
り
、

我
が
爲
に
學
を
爲
し　

偏
る
所
勿
か
れ
と
。

誠
に
知
る　

子
心
に
苦
だ
我
を
愛
し
、

我
が
文
字
を
し
て
全
か
ら
ざ
る
無
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
を
。

居
常　

我
を
吟
詠
す
る
に
足
る
と
見
る
も
、

乃
ち
述
作
を
以
て
然
ら
ず
と
爲
す
。

始
め
は
子
知
れ
り
と
日
う
も　

今
は
則
ち
否
な
り
、

固
よ
り
亦　

未
だ
諭
す
無
き
あ
た
わ
ず
。

我　

詩
に
言
う
は　

貴
に
徒
爾
な
ら
ん
や
、

激
風
を
事
と
す
る
に
因
り
て　

小
篇
を
成
す

辞　

淺
随
と
難
も　

頗
る
剋
苦
す
、

未
だ
二
雅
に
到
ら
ざ
る
も　

未
だ
指
つ
る
に
忍
び
ず
。

安
く
ん
ぞ
取
ら
ん　

唐
季
の
二
一
二
子
の
、



匿
匿
物
象
磨
窮
年
。

苦
苦
著
書
登
無
意
、

貧
希
禄
凛
塵
俗
牽
、

書
辞
辮
説
多
緑
緑
、

吾
敢
虚
語
同
後
先
．
．

唯
當
梢
梢
絹
銘
誌
、

願
以
直
法
書
諸
賢
、

恐
子
未
諭
我
此
意
、

把
筆
慨
歎
臨
長
川
。

　

私
が
許
州
に
行
く
に
あ
た
っ
て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

偏
っ
て
は
な
ら
な
い
と
。
君
が
私

を
心
か
ら
愛
し
、
私
の
文
学
を
完
壁
な
も
の
に
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
普
段
か
ら
君
は
私
に
は
詩
才

が
あ
る
と
み
な
し
て
く
れ
て
い
た
の
に
、
私
の
作
品
が
偏
っ
て
い
る
と
否
定
的
な
の
だ
。
は
じ
め
は
私
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
が
、
今
は
そ
う
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
調
諭
の
な
い
も
の
で
は
い
け
な
い
の
だ
。
私
は
詩
で
無
駄
口
を
た
た
か
な
い
。

つ
よ
い
風
刺
に
専
念
し
て
こ
そ
作
品
と
な
る
。
こ
と
ば
は
浅
薄
で
は
あ
る
が
そ
れ
な
り
に
苦
心
し
た
も
の
。
『
詩
経
』
の
「
大
雅
」
「
小

雅
」
に
は
及
ば
な
い
が
打
ち
捨
て
る
に
は
忍
び
な
い
。
唐
末
の
一
部
の
詩
人
の
よ
う
に
、
取
る
に
た
ら
ぬ
物
象
を
と
り
あ
げ
て
一
生
涯

を
す
り
減
ら
す
こ
と
な
ど
ど
う
し
て
で
き
よ
う
。
苦
し
み
ぬ
い
て
著
作
す
る
の
に
思
想
を
籠
め
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
貧
し
さ
か
ら
禄

米
を
こ
い
ね
が
い
俗
世
に
繋
が
れ
、
つ
む
ぎ
だ
す
こ
と
ば
は
平
凡
な
も
の
が
多
い
が
、
私
は
あ
え
て
典
故
を
も
ち
い
ず
前
後
を
い
っ
し

ょ
く
た
に
す
る
。
た
だ
少
し
ず
つ
墓
誌
銘
を
綴
る
、
率
直
な
表
現
に
よ
っ
て
賢
人
た
ち
の
こ
と
を
書
き
記
そ
う
。
君
に
は
た
ぶ
ん
ま
だ

匿
逼
た
る
物
象　

窮
年
を
磨
く
を
。

苦
苦
と
し
て
書
を
著
す　

山
豆
に
意
無
か
ら
ん
や
、

貧　

禄
塵
を
希
い　

塵
俗
に
牽
か
る
、

書
欝　

辮
説　

多
く
康
緑
た
り
、

吾　

敢
え
て
語
を
虚
し
く
し　

後
先
を
同
じ
う
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
む

唯　

當
に
梢
梢　

銘
誌
を
絹
ぎ
、

つ
ね

願
に
直
法
を
以
て
諸
賢
を
書
く
べ
し
、

子
の
未
だ
我
の
此
の
意
を
諭
ら
ざ
る
を
恐
れ
、

筆
を
把
り
て
慨
歎
し　

長
川
に
臨
む
。

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

－
－
斐
堤
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
i

八
三
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私
の
こ
の
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
筆
を
と
っ
て
長
い
川
に
向
か
い
慨
歎
す
る
。

　

詩
題
の
人
名
に
は
「
斐
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
夏
敬
観
氏
や
朱
東
潤
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
斐
」
の
下
に
は
お
そ
ら
く

脱
字
が
あ
り
、
斐
坦
を
指
し
て
い
よ
う
。
「
我
が
爲
に
學
を
爲
し　

偏
る
所
勿
か
れ
」
。
斐
燈
は
梅
尭
臣
に
、
学
問
に
専
念
す
る
よ
う
忠
告

し
た
。
そ
れ
は
、
梅
尭
臣
の
諏
刺
性
の
つ
よ
い
詩
が
、
彼
の
立
場
を
悪
く
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
た
め
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

梅
尭
臣
は
譜
謹
を
好
む
詩
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
河
豚
の
詩
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
強
い
調
刺
性
を
も
つ
。
斐
燈
の
忠
告
は
『
詩
経
』
の

「
二
雅
」
の
よ
う
な
「
激
風
」
（
諏
諭
）
こ
そ
が
「
文
字
」
（
文
学
）
の
根
底
に
あ
る
べ
き
だ
と
の
梅
尭
臣
の
信
念
と
対
立
す
る
も
の
で
あ

り
、
梅
尭
臣
は
そ
れ
が
友
を
お
も
う
斐
堤
の
情
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
あ
え
て
詩
作
に
寄
せ
る
衿
持
と
抱
負
を
述
べ
る
。
最
後

に
「
子
の
未
だ
我
の
此
の
意
を
諭
ら
ざ
る
を
恐
れ
」
、
こ
れ
だ
け
言
っ
て
も
君
に
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
「
慨
歎
」
す
る
の
は
、

斐
爆
が
友
の
身
を
案
じ
る
友
情
に
厚
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
相
手
が
梅
尭
臣
の
文
学
を
解
さ
ぬ
凡

庸
な
人
物
に
す
ぎ
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
生
涯
に
わ
た
る
深
い
交
友
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

　

同
時
期
に
は
、
宋
敏
修
に
む
け
て
も
、
詩
に
対
す
る
抱
負
や
衿
持
を
披
歴
し
て
い
る
の
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
「
答
中
道
小
疾
見
寄
」

詩
（
巻
一
五
）
。
体
調
を
崩
し
た
宋
敏
修
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
に
答
え
た
詩
で
あ
る
。

岱
康
性
彌
獺
、

曾
不
廃
養
生
、

子
姑
當
妙
年
、

何
乃
芳
其
精
。

　
　
　
　
　
　

ト
ホ　

コ

酷
康
性
彌
よ
獺
な
る
も
、

曾
て
養
生
を
慶
さ
ず
、

子　

姑
く
妙
年
に
當
る
も
、

何
乃
ぞ
其
の
精
を
筈
れ
し
む
る
や
。



老
瑞
有
至
論
、

身
執
親
於
名
、

詩
本
道
情
性
、

不
須
大
蕨
聲
。

方
聞
理
平
淡
、

昏
暁
在
淵
明
、

寝
欲
來
於
夢
、

食
欲
來
於
糞
。

淵
明
償
有
露
、

爲
子
氣
不
平
。

其
人
實
傲
侠
、

不
喜
子
纏
紫
。

五
口
ム
フ
酷
欺
生
ロ
ヱ
ー
、

幸
願
少
適
情
、

時
能
與
子
飲
、

莫
惜
倒
餅
嬰
。

　

愁
康
は
不
精
者
だ
っ
た
が
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

君
は
ま
だ
若
い
の
に
、
ど
う
し

て
く
よ
く
よ
悩
む
の
か
．
．
老
子
に
菓
説
が
あ
る
。
身
体
が
名
声
よ
り
大
切
で
は
な
い
人
が
い
る
も
の
か
。
詩
は
本
来
、
真
情
を
吐
露
す

老
鼎
至
論　

有
り

身　

執
く
ん
ぞ
名
よ
り
親
し
か
ら
ざ
る
、

詩
は
本
と　

情
性
を
道
い
、

蕨
の
聲
を
大
に
す
る
を
須
い
ず
。

方
に
理
の
平
淡
な
る
を
聞
く
べ
し
、

昏
暁　

淵
明
に
在
り
、

寝
夢
に
來
た
ら
ん
と
欲
し
、

食　

葵
に
來
た
ら
ん
と
欲
す
。

淵
明　

僅
し
霊
有
ら
ば
、

子
の
爲
に　

氣　

平
ら
か
な
ら
ざ
ら
ん
。

其
の
人　

實
に
傲
侠
、

子
の
纏
紫
せ
ら
る
る
を
喜
ば
ず
。

吾　

今　

敢
え
て
子
に
告
ぐ
、

ね　

が　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
は
ト

幸
願
わ
く
は　

少
く
情
に
適
わ
ん
こ
と
を
、

時
に
能
く
子
と
與
に
飲
み
、

餅
嬰
を
倒
す
を
惜
し
む
莫
れ
。

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩

斐
煙
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
ー

八
五
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る
も
の
で
あ
る
が
、
声
を
大
に
す
る
必
要
は
な
い
。
理
の
平
淡
な
の
が
よ
い
。
私
は
朝
も
夜
も
陶
淵
明
に
親
し
ん
で
い
る
。
眠
っ
て
い

る
と
き
は
夢
に
出
て
き
そ
う
な
ほ
ど
で
、
食
事
の
と
き
に
は
糞
に
あ
ら
わ
れ
そ
う
な
く
ら
い
だ
。
も
し
陶
淵
明
の
霊
が
い
た
ら
、
君
の

た
め
に
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
か
の
人
は
ま
こ
と
に
遊
び
楽
し
む
方
で
あ
る
か
ら
、
君
が
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い

る
様
は
面
白
く
な
い
だ
ろ
う
。
あ
え
て
申
し
上
げ
た
い
が
、
ど
う
ぞ
し
ば
ら
く
は
気
ま
ま
に
過
ご
し
な
さ
い
。
時
に
は
君
と
と
も
に
酒

を
飲
み
た
い
。
酒
樽
を
傾
け
る
の
を
惜
し
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
ぞ
。

　

冒
頭
の
二
句
は
、
酷
康
が
「
養
生
論
」
を
著
し
た
こ
と
を
指
す
。
「
養
生
論
」
の
な
か
で
愁
康
は
、
神
仙
の
「
千
鹸
歳
」
の
寿
命
を

「
獲
」
る
べ
く
、
呼
吸
法
や
食
事
、
服
薬
、
精
神
療
法
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
五
、
⊥
ハ
句
は
『
老
子
』
第
四
四
章
の
こ
と
ば
「
名
と

身
と
執
れ
か
親
し
き
」
、
名
声
と
身
体
と
ど
ち
ら
が
大
切
か
（
身
体
で
あ
る
）
、
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
こ
の
詩
の
「
身
執
親
於
名
」
は
字
面

通
り
に
読
む
と
、
「
身
体
が
ど
う
し
て
名
声
よ
り
も
大
事
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
老
子
の
「
至
論
」
と
は
真
逆
の
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。

文
脈
に
合
う
よ
う
、
こ
こ
で
は
否
定
形
と
し
て
解
釈
し
た
。
「
平
淡
」
は
、
裏
を
返
せ
ば
前
出
の
「
答
装
送
序
意
」
詩
に
お
け
る
「
淺
随
」

な
る
「
辞
」
で
あ
り
、
「
直
法
」
で
あ
る
。
斐
燈
に
は
政
治
批
判
を
た
し
な
め
ら
れ
た
の
で
、
「
二
雅
」
（
大
雅
・
小
雅
）
の
ご
と
き
調
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ん
じ
が
ら
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
ゆ
う
ユ
シ
ま
ま

が
お
の
れ
の
文
学
の
理
想
像
で
あ
る
と
言
明
し
た
。
病
の
た
め
に
「
纏
榮
」
に
な
っ
て
い
る
宋
敏
修
に
た
い
し
て
は
、
「
傲
侠
」
た
る
陶

淵
明
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
「
適
情
」
、
お
の
れ
の
気
持
ち
に
率
直
に
生
き
る
よ
う
勧
め
る
。
斐
・
宋
に
あ
た
え
た
こ
の
二
詩
の
共
通
点

と
し
て
、
梅
尭
臣
は
、
（
政
治
状
況
や
病
な
ど
の
）
外
的
要
因
に
よ
っ
て
お
の
れ
の
「
意
」
「
情
」
を
押
し
殺
そ
う
と
す
る
斐
・
宋
の
現
状

を
批
判
し
、
自
由
に
お
の
れ
の
「
意
」
「
情
」
を
文
学
に
表
出
す
る
こ
と
を
宣
言
か
つ
奨
励
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ば
ら

　

宋
敏
修
や
装
燈
の
生
卒
年
は
未
詳
だ
が
、
こ
の
詩
で
「
子　

姑
く
妙
年
に
當
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
妙
年
」
の
友
を
も
つ
梅
尭
臣
は

当
時
四
四
歳
で
あ
る
。
梅
尭
臣
最
晩
年
の
五
七
歳
の
と
き
に
宋
敏
修
に
た
い
し
て
、
「
子　

滝
廻
す
と
難
も　

年　

且
に
壮
た
ら
ん
と
す
」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お　

（
君
は
な
か
な
か
出
世
で
き
な
い
が
、
ま
だ
壮
年
な
の
だ
）
と
慰
め
て
お
り
、
「
壮
」
は
三
〇
代
を
指
す
の
で
、
梅
尭
臣
よ
り
二
〇
歳
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

若
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
斐
燈
は
慶
暦
七
（
一
〇
四
七
）
年
、
梅
尭
臣
四
六
歳
の
時
の
詩
に
「
新
婚　

復
た
新
婿
」
と
新
婚
を
冷
や

か
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
梅
尭
臣
よ
り
も
十
歳
以
上
若
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

宋
敏
修
に
つ
い
て
の
記
述
は
『
宋
詩
紀
事
』
に
は
み
え
な
い
が
、
「
子　

素
よ
り
文
字
を
樂
し
む
」
（
「
和
宋
中
道
喜
至
次
用
其
韻
」
詩
。

巻
二
一
）
と
梅
尭
臣
が
記
し
、
宋
敏
修
に
唱
和
し
た
詩
も
散
見
す
る
。
斐
燈
は
慶
暦
七
（
一
〇
四
七
）
年
に
河
陽
幕
に
赴
任
し
て
同
年
の

う
ち
に
帰
京
し
、
同
じ
く
都
に
戻
っ
た
梅
尭
臣
と
再
会
を
果
た
し
た
。
そ
の
と
き
、
「
萬
里
」
の
か
な
た
か
ら
戻
っ
た
斐
爆
は
お
の
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま　
　

ぷ
ご

二
百
篇
の
詩
を
『
萬
里
集
』
と
名
付
け
て
梅
尭
臣
に
み
せ
る
。
梅
尭
臣
は
「
讃
装
如
晦
萬
里
集
書
其
後
」
詩
の
な
か
で
、
「
定
雁
に
前
入

　

レ　を
偉
る
べ
し
、
未
だ
嘗
て
踏
襲
有
ら
ず
」
と
前
人
を
踏
襲
し
な
い
彼
の
詩
の
独
自
の
風
格
に
言
及
し
て
い
る
。
注
意
し
て
お
き
た
い
の

は
「
宋
子　

其
の
端
に
序
す
」
と
、
お
そ
ら
く
宋
敏
修
が
そ
の
序
を
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
知
り
合
っ
た
当
初
は
複
数
の
友
人
の
ひ

と
り
と
し
て
つ
き
あ
っ
て
い
た
の
が
、
こ
の
時
期
に
は
年
配
の
梅
尭
臣
を
若
い
斐
煙
・
宋
敏
修
が
囲
み
、
三
人
で
小
さ
な
文
人
グ
ル
ー
プ

を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二　

蓑
・
宋
を
夢
に
み
る
詩

　

梅
尭
臣
に
は
友
人
や
知
人
を
夢
に
見
て
作
っ
た
詩
が
数
首
あ
る
。
欧
陽
脩
（
巻
二
）
・
公
度
（
い
と
こ
。
巻
八
）
・
故
府
銭
公
（
銭
惟

演
。
巻
八
）
・
亡
妻
謝
氏
（
巻
＝
ハ
）
・
鄭
哉
（
巻
＝
ハ
）
・
サ
師
魯
（
サ
沫
。
巻
一
八
）
・
韓
仲
文
（
韓
綜
。
巻
一
八
）
・
襲
燈
（
巻

一
八
）
・
宋
次
道
（
巻
二
〇
）
・
察
君
護
（
巻
二
四
）
・
宋
敏
修
（
巻
二
四
）
で
あ
る
（
傍
線
の
人
物
は
故
人
）
。
こ
の
な
か
に
期
せ
ず

し
て
斐
・
宋
が
含
ま
れ
て
い
る
．
。
斐
燈
を
夢
に
見
た
詩
は
慶
暦
八
（
一
〇
四
八
）
年
、
梅
尭
臣
は
揚
州
を
経
て
陳
州
に
鎮
安
軍
節
度
判
官

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

ー
ー
斐
遅
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
ー

八
七



東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要　

第
十
七
号

八
八

と
し
て
赴
任
し
た
と
き
で
あ
る
。
宋
敏
修
を
夢
に
見
た
詩
は
、
至
和
元
（
一
〇
五
四
）
年
、
故
郷
宣
城
に
て
嫡
母
の
喪
に
服
し
て
い
た
と

き
の
こ
と
で
あ
る
。
ふ
た
つ
の
夢
の
詩
の
間
に
は
六
年
の
開
き
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
離
れ
た
場
所
に
暮
ら
し
て
い
る
友
を
夢
に

見
た
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。

「
九
月
二
日
夢
後
寄
斐
如
晦
」
詩

斐
生
安
健
否
、

試
問
雁
経
過
、

慮
士
賦
鶴
鵡
、

將
軍
養
賂
駝
。

食
魚
今
飽
未
、

索
米
奈
貧
何
、

昨
夜
分
明
夢
、

持
書
認
蒙
棄
。

　

装
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　

（
巻
一
八
）

斐
生　

安
健
な
る
や
否
や
、

試
み
に
問
う　

雁　

経
過
せ
し
か
と
、

庭
士　

鶉
鵡
を
賦
し
、

將
軍　

酪
駝
を
養
う
。

魚
を
食
ら
い
て　

今
飽
き
し
や
未
だ
し
や
、

米
を
索
め
て　

貧
を
奈
何
せ
ん
、

昨
夜　

分
明
な
る
夢
、

書
を
持
し
て
蒙
棄
を
認
む
。

　
　
　
　
　

お
元
気
で
す
か
。
手
紙
は
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か
（
君
か
ら
の
返
信
は
ま
だ
こ
な
い
）
。
禰
衡
虞
士
は
黄
祖
の
酒
席
で

た
ち
ど
こ
ろ
に
鶉
鵡
の
賦
を
つ
く
り
、
梁
憧
将
軍
は
勝
利
に
よ
っ
て
数
万
頭
の
驕
駝
を
手
に
入
れ
た
。
君
は
魚
で
満
腹
な
さ
っ
て
ま

す
か
。
私
は
米
に
も
こ
と
欠
く
貧
乏
暮
ら
し
。
昨
夜
は
鮮
や
か
な
夢
を
み
ま
し
た
。
君
か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
夢
で
す
が
、
そ
の
印
刻

の
あ
と
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
よ
。



　

梅
尭
臣
が
襲
爆
の
夢
を
み
た
の
は
、
最
初
の
妻
謝
氏
、
サ
沫
、
韓
綜
ら
故
人
が
た
て
つ
づ
け
に
夢
に
あ
ら
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い　

に
謝
氏
の
夢
で
は
と
も
に
「
雲
母
山
」
に
登
っ
て
遊
ん
だ
が
「
忽
ち
畳
む
れ
ば
皆　

已
に
非
な
り
、
空
庭　

日　

方
に
午
」
、
目
覚
め
た

と
き
に
は
「
皆
已
非
」
と
む
な
し
さ
だ
け
が
残
っ
た
。
「
安
健
」
で
あ
ろ
う
斐
燈
を
夢
に
み
た
詩
で
は
、
そ
の
よ
う
な
悲
嘆
は
当
然
な
が

ら
な
い
。
梅
尭
臣
は
こ
の
年
、
揚
州
を
経
て
鎮
安
軍
節
度
判
官
と
し
て
陳
州
に
赴
任
し
て
お
り
、
い
っ
ぽ
う
斐
但
は
二
年
前
に
省
元
（
礼

部
試
の
進
士
第
一
位
）
と
な
り
、
一
時
は
河
陽
に
出
た
も
の
の
、
お
そ
ら
く
こ
の
と
き
は
都
汁
京
に
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

後
漢
の
禰
衡
は
黄
祖
の
宴
席
に
献
上
さ
れ
た
鶏
鵡
を
見
て
、
即
座
に
「
鶉
鵡
賦
」
（
『
文
選
』
巻
二
二
）
を
つ
く
っ
た
。
「
酪
駝
」
を

「
養
」
う
「
將
軍
」
と
は
、
『
後
漢
書
』
に
み
え
る
梁
憧
の
こ
と
か
。
梁
憧
は
戦
勝
に
よ
り
、
「
賂
駝
畜
産
敷
萬
頭
」
を
「
獲
」
た
と
い
う
。

禰
衡
と
梁
憧
の
故
事
に
よ
せ
て
、
文
学
の
完
遂
と
富
貴
を
斐
燈
が
手
に
入
れ
た
こ
と
を
言
祝
い
で
い
る
。
だ
が
、
こ
の
詩
の
三
年
後
の

「
貸
米
於
如
晦
」
詩
で
は
「
大
貧　

小
貧
に
百
う
」
と
い
い
、
米
を
借
り
る
自
分
を
「
大
貧
」
と
す
る
ば
か
り
か
、
貸
す
装
燈
を
も
「
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ヒ

貧
」
と
し
て
い
る
．
梅
尭
臣
に
は
こ
の
よ
う
に
斐
燈
を
か
ら
か
う
傾
向
が
あ
り
、
魚
を
食
べ
飽
き
た
斐
燈
と
米
に
も
こ
と
欠
く
お
の
れ
と

を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
省
元
の
斐
燈
を
か
ら
か
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

「
夢
後
得
宋
中
道
書
」
詩

宵
夢
宋
子
語
、

書
得
宋
子
書
、

書
意
與
夢
語
、

曾
不
異
往
初
。

昔
我
遭
家
難
、

　
　
　

（
原
注
：
四
月
十
九
日
．
．
）

宵
に
夢
む　

宋
子
の
語
、

書
に
得
た
り　

宋
子
の
書
、

書
意
と
夢
語
と
、

曾
ち
往
初
に
異
な
ら
ず
。

昔　

我
は
家
難
に
遭
い
、

（
巻
二
四
）

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

－
斐
燈
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
ー

八
九
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逢
子
亦
在
盧
、　

子
に
逢
え
ば　

亦　

盧
に
在
り
。

我
南
君
大
梁
、　

我
は
南　

君
は
大
梁
、

千
里
非
隔
疎
。　

千
里　

隔
疎
に
非
ず
。

念
虞
天
地
中
、　

念
う
に
天
地
の
中
に
虚
り
、

天
地
猶
一
車
、　

天
地
は
猶　

一
車
の
ご
と
し
、

日
月
爲
両
毅
、　

日
月
は
雨
穀
と
爲
り
、

星
辰
随
徐
徐
。　

星
辰
は
随
い
て
徐
徐
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
く

書
夜
轄
不
已
、　

書
夜　

韓
り
て
已
ま
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ

載
之
將
焉
如
、　

之
に
載
り
て　

將
に
焉
く
に
か
如
か
ん
と
す
、

再
再
趨
死
郷
、　

再
再　

死
郷
に
趨
く
、

萬
古
曾
無
鯨
。　

萬
古　

曾
て
鹸
無
し
。

其
間
乃
有
夢
、　

其
の
間　

乃
ち
夢
有
り
、

畳
實
夢
何
虚
、　

畳
む
れ
ば
實
に
し
て　

夢
は
何
ぞ
虚
な
る
、

何
虚
亦
何
實
、　

何
を
か
虚
と
し
て　

亦　

何
を
か
實
と
す
、

及
蓋
皆
同
嘘
。　

蓋
く
る
に
及
ん
で
は　

皆　

同
じ
く
嘘
な
り
。

身
世
既
若
此
、　

身
世　

既
に
此
く
の
若
く
な
れ
ば
、

合
離
休
歎
諸
。　

合
離　

諸
を
歎
く
を
休
め
よ
。

　

夜
、
夢
の
な
か
で
宋
君
と
話
し
て
い
た
が
、
昼
に
な
っ
て
宋
君
か
ら
の
書
簡
が
届
い
た
。
書
簡
に
示
さ
れ
た
思
い
も
夢
の
中
で
の
語



ら
い
も
、
昔
と
か
わ
ら
な
い
。
昔
、
我
が
家
に
不
幸
が
襲
い
、
君
と
知
り
合
っ
た
当
時
、
君
も
貧
し
い
庵
に
住
ん
で
い
た
。
今
、
私
は

南
の
か
た
宣
城
に
、
君
は
都
注
京
に
と
別
れ
て
は
い
る
が
、
千
里
離
れ
て
い
て
も
遠
い
と
思
え
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
天
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
し
き

う
ち
、
天
地
は
ひ
と
つ
の
車
の
よ
う
な
も
の
、
日
月
は
車
軸
を
お
お
う
毅
で
あ
り
、
星
は
そ
れ
に
従
っ
て
ゆ
る
ゆ
る
と
進
む
。
昼
も
夜

も
回
っ
て
止
む
こ
と
が
な
い
。
こ
の
車
に
乗
っ
て
ど
こ
へ
行
こ
う
と
い
う
の
か
。
じ
わ
じ
わ
と
死
郷
に
近
づ
い
て
い
る
。
は
る
か
昔
か

ら
死
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
ひ
と
は
い
な
い
。
生
死
の
間
に
は
夢
が
あ
る
。
目
覚
め
れ
ば
実
で
あ
り
、
夢
は
な
ん
と
虚
で
あ
る
こ
と
か
。
何

を
虚
と
い
い
何
を
実
と
す
る
の
か
。
命
が
尽
き
れ
ば
み
な
同
じ
く
荒
地
と
な
る
。
人
生
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
い
っ
し
ょ
に

い
よ
う
と
別
れ
て
い
よ
う
と
歎
く
こ
と
は
あ
る
ま
い
て
。

　

夢
は
生
と
死
の
「
間
」
に
あ
り
、
死
者
と
の
交
流
が
可
能
な
異
空
間
で
あ
り
、
ま
た
遠
く
の
生
者
の
便
り
を
距
離
を
超
え
て
届
け
る
異

空
間
で
も
あ
る
。
こ
の
二
詩
か
ら
も
推
測
で
き
よ
う
が
、
生
き
て
い
る
人
の
夢
を
見
る
の
は
、
そ
の
人
か
ら
の
便
り
を
得
ら
れ
る
予
兆
で

あ
る
と
梅
尭
臣
は
信
じ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
欧
陽
脩
と
嵩
山
に
遊
ぶ
夢
を
見
た
と
き
は
、
そ
の
あ
と
実
際
に
欧
陽
脩
か
ら
手
紙
が
届
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　

謝
希
深
（
名
は
緯
。
梅
の
最
初
の
妻
謝
氏
の
兄
）
の
お
伴
を
し
て
嵩
山
に
遊
ん
だ
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
宋
敏
修
を
夢
み
た
詩
で
は
、

「
夢
」
の
な
か
の
「
宋
子
語
」
と
、
そ
の
あ
と
で
届
い
た
「
宋
子
書
」
か
ら
、
「
往
初
」
（
昔
）
と
変
わ
ら
ぬ
宋
敏
修
の
姿
を
み
と
め
る
。

宋
敏
修
は
お
そ
ら
く
書
簡
の
な
か
で
、
梅
尭
臣
と
離
れ
て
い
る
こ
と
の
寂
し
さ
を
「
歎
」
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
梅
尭
臣
は
、
「
天
地
」
を

⊃
車
」
に
な
ぞ
ら
え
て
、
「
千
里
」
の
へ
だ
た
り
を
「
隔
疎
に
非
ず
」
と
な
だ
め
、
さ
ら
に
生
死
の
間
に
「
夢
」
が
あ
る
と
し
て
、
「
虚
」

と
「
實
」
は
ど
ち
ら
も
確
実
な
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
夢
（
「
虚
」
）
と
現
実
（
「
實
」
）
が
錯
綜
す
る
展
開
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
『
列

子
』
「
周
穆
王
篇
」
の
鹿
を
得
る
故
事
や
、
『
荘
子
』
「
斉
物
篇
」
の
胡
蝶
の
夢
の
故
事
な
ど
に
み
え
る
。
梅
尭
臣
は
、
「
天
地
」
の
＝
車
」

の
な
か
で
昼
夜
を
「
專
車
」
ろ
う
が
、
い
ず
れ
「
鈴
」
す
こ
と
な
く
み
な
「
再
再
趨
死
郷
」
「
及
蓋
皆
同
嘘
」
と
な
る
の
だ
か
ら
人
の
生
は

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

－
装
燈
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
I
l

九
一
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限
り
あ
る
も
の
、
嘆
い
て
も
仕
方
な
い
、
と
詩
を
結
ぶ
。
夢
か
ら
万
物
の
変
化
に
思
い
を
馳
せ
る
展
開
は
、
た
と
え
ば
李
白
の
「
古
風
詩

其
九
」
に
も
み
え
る
が
、
胡
蝶
の
夢
の
故
事
か
ら
詠
い
お
こ
し
て
万
物
の
「
愛
易
」
を
説
く
李
白
の
結
論
は
、
「
富
貴　

故
と
此
く
の
如

し
、
螢
螢　

何
の
求
む
る
所
ぞ
」
と
、
「
富
貴
」
の
う
つ
ろ
い
や
す
さ
に
集
約
さ
れ
、
出
世
を
求
め
て
あ
く
せ
く
す
る
よ
り
、
今
こ
の
時

を
楽
し
も
う
と
い
う
前
向
き
な
態
度
を
み
せ
る
。
梅
尭
臣
が
「
歎
く
を
休
め
よ
」
と
な
だ
め
る
結
び
に
類
似
の
態
度
を
見
て
取
る
こ
と
も

可
能
で
は
あ
る
が
、
み
な
い
つ
か
死
ぬ
の
だ
と
繰
り
返
し
述
べ
る
と
こ
ろ
に
、
彼
の
死
生
観
も
み
て
と
れ
る
。
そ
れ
は
、
嫡
母
の
服
喪
中

の
詩
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
い
っ
そ
う
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
死
生
観
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
歳
も
年
下
の
若
い
宋
敏
修
に
た
い
し
て
は
、

梅
尭
臣
は
と
き
お
り
教
え
諭
す
よ
う
な
立
場
を
と
る
。

三　

斐
．
宋
を
懐
う
詩

　

斐
・
宋
二
人
の
名
が
詩
題
に
掲
げ
ら
れ
た
詩
は
二
首
あ
る
。
「
依
韻
解
中
道
如
晦
嘲
」
詩
と
「
月
下
懐
斐
如
晦
宋
中
道
」
詩
（
と
も
に

巻
二
こ
で
、
と
も
に
皇
祐
三
二
〇
五
一
）
年
、
梅
尭
臣
五
〇
歳
の
作
で
あ
る
。
前
々
年
に
亡
く
な
っ
た
父
の
喪
が
明
け
、
二
月
に
故

郷
宣
城
を
離
れ
、
五
月
に
は
都
注
京
に
到
着
し
、
九
月
に
同
進
士
出
身
を
賜
り
、
太
常
博
士
と
な
る
。
慶
暦
・
皇
祐
年
間
、
数
度
の
赴

任
や
服
喪
が
明
け
て
汗
京
に
戻
る
た
び
に
、
汁
京
の
友
人
と
の
交
友
が
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
斐
燈
・
宋
敏
修
と
の
交
友
も
例
外

で
は
な
い
。
と
く
に
「
月
下
懐
斐
如
晦
宋
中
道
」
詩
は
特
徴
的
で
あ
る
。
が
、
ま
ず
は
「
依
韻
解
中
道
如
晦
嘲
」
詩
を
み
て
み
た
い
。

　

「
依
韻
解
中
道
如
晦
潮
」
詩
は
、
朱
東
潤
氏
の
『
梅
尭
臣
集
編
年
校
注
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
氏
は
「
詩
見
残
宋
本
、
他
本

皆
無
」
（
こ
の
詩
は
残
宋
本
に
見
え
る
だ
け
で
、
ほ
か
の
本
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）
と
述
べ
る
。



「
依
韻
解
中
道
如
晦
嘲
」
詩

二
君
嗜
學
者
、

不
菅
食
飲
貧
、

所
得
纏
半
語
、

已
實
猶
讐
南
。

推
予
當
掲
歩
、

幸
勿
辞
再
三
、

可
因
憤
俳
登
、

莫
爲
頑
鄙
談
。

大
雅
固
自
到
、

建
安
殊
未
甘
、

哀
哉
彼
屈
宋
、

徒
爾
死
湘
潭
．
、

険
句
執
敢
抗
、

似
入
虎
穴
探
、

辛
勤
不
盈
楕
、

況
又
劇
采
藍
．
、

誹
詞
蝟
毛
起
、

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩

二
君　

學
を
嗜
む
者
、

蕾
に
食
飲
の
貧
な
る
の
み
な
ら
ず
、

得
る
所
は
纏
か
に
半
語
な
る
も
、

已
に
實
に　

猶　

聾
南
の
ご
と
し
。

予
を
推
し
て　

當
に
猫
歩
す
べ
し
、

幸
わ
く
は
肝　

再
三
な
ら
し
む
勿
れ
、

憤
俳
に
因
り
て
登
す
可
け
ん
や
、

頑
鄙
の
談
を
爲
す
莫
れ
。

大
雅　

固
自
り
到
れ
り
、

建
安　

殊
に
未
だ
甘
か
ら
ず
、

哀
し
い
哉
彼
の
屈
宋
、

し
ご
つ
っ

徒
爾
に
湘
潭
に
死
せ
り
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ

険
句　

執
く
ん
ぞ
敢
え
て
抗
げ
ん
や
、

虎
穴
に
入
り
て
探
す
に
似
た
り
、

辛
勤　

裾
に
盈
た
ず
、

況
ん
や
又　

劇
し
く
藍
を
采
る
を
や
．
．

誹
詞　

蝟
毛　

起
ち
、

　
　
　
　

ー
ー
斐
埋
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
ー

九
三
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度
量
牛
鼎
函
、

人
情
何
多
嫉
、

機
巧
久
已
譜
。

莫
問
冠
冤
貴
、

自
將
詩
書
就
、

興
來
柳
詠
懐
、

字
密
如
排
簸
。

曹
劉
爲
我
駕
、

顔
鮪
爲
我
鰺
、

愛
視
二
子
才
、

並
駆
雁
亦
堪
．
、

　

斐
・
宋
の
二
君
は
学
問
を
嗜
む
お
方
で
あ
り
、

と
ば
で
あ
る
が
、

せ
な
い
で
ほ
し
い
。

孔
子
は
言
っ
た
が
、

に
は
も
と
よ
り
到
達
し
て
い
る
し
、

湘
・
潭
に
て
無
駄
死
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
は
。
難
し
い
こ
と
ば
を
ど
う
し
て
あ
え
て
掲
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
虎
穴
に
入
っ
て
虎

児
を
探
す
よ
う
な
も
の
だ
。
苦
労
し
て
藍
を
集
め
て
も
衣
の
す
そ
に
も
満
た
な
い
。
ま
し
て
や
一
気
呵
成
に
集
め
て
も
同
じ
こ
と
だ
。

度
量　

牛
鼎　

函
れ
る
、

人
情　

何
ぞ
嫉
多
か
ら
ん
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

機
巧　

久
し
く
已
に
詰
ん
ず
。

問
う
莫
れ　

冠
冤　

貴
き
を
、

自
ら
詩
書
を
將
て
就
り
、

興
來　

柳
か
詠
懐
す
、

字
密
な
る
こ
と
排
慧
の
如
し
。

曹
劉
我
が
駕
と
爲
り
、

顔
飽　

我
が
鯵
と
爲
る
、

　

ご
ざ

愛
に
二
子
の
才
を
視
る
、

並
び
駆
け　

雁
に
亦
堪
う
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飲
食
に
貧
欲
な
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。
学
問
に
よ
っ
て
得
た
の
は
ほ
ん
の
少
し
の
こ

黄
金
の
よ
う
に
た
っ
と
い
。
私
を
お
し
の
け
て
ひ
と
り
歩
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
か
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
わ

　

分
か
り
そ
う
で
分
か
ら
ず
、
言
え
そ
う
で
言
え
ず
に
わ
く
わ
く
も
ぐ
も
ぐ
す
る
状
態
に
な
っ
て
初
め
て
教
え
る
と

　

君
た
ち
に
対
し
て
私
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
愚
か
で
浅
は
か
な
こ
と
を
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
私
は
「
大
雅
」

　
　
　
　
　
　
　

建
安
の
七
子
を
と
く
べ
つ
に
よ
い
と
は
思
わ
な
い
。
気
の
毒
な
の
は
か
の
屈
原
・
宋
玉
の
こ
と
、



そ
し
り
と
が
め
る
局
面
は
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
毛
の
よ
う
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
起
ち
、
度
量
は
牛
の
入
る
函
の
よ
う
に
大
き
い
。
人
の
感
情
は

な
ん
と
嫉
み
ぶ
か
い
こ
と
か
。
策
略
を
め
ぐ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
と
う
の
昔
か
ら
知
り
尽
く
し
て
い
る
。
高
官
の
冠
を
貴
い
な
ど
と
は
思

わ
ぬ
こ
と
。
私
は
『
詩
経
』
『
書
経
』
を
読
み
ふ
け
り
、
興
が
起
こ
れ
ば
想
い
を
詠
み
、
並
ん
だ
蚕
の
よ
う
に
び
っ
し
り
と
文
字
を
書

き
つ
ら
ね
る
。
曹
植
、
劉
槙
を
わ
が
車
馬
と
し
、
顔
延
之
、
飽
照
を
わ
が
添
え
馬
と
し
よ
う
。
ま
あ
君
た
ち
二
人
に
は
才
能
が
あ
ろ
う
、

二
人
で
並
ん
で
走
れ
ば
ま
あ
馬
車
馬
に
は
使
え
よ
う
。

　

斐
・
宋
の
二
人
が
梅
尭
臣
を
か
ら
か
う
詩
が
さ
き
に
あ
り
、
梅
尭
臣
は
そ
の
詩
の
韻
に
「
依
」
っ
て
「
解
嘲
」
、
応
酬
し
た
詩
で
あ
る
。

文
学
論
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
相
手
を
か
ら
か
う
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
冒
頭
、
「
嗜
學
者
」
と
持
ち
上
げ
て
お
い
て
、

飲
み
食
い
ば
か
り
が
能
じ
ゃ
な
い
の
だ
、
と
突
き
落
と
す
。
得
た
こ
と
ば
は
「
半
語
」
の
み
、
と
い
う
の
も
褒
め
言
葉
に
な
っ
て
い
な
い
。

「
讐
南
」
の
「
南
」
を
朱
東
潤
氏
は
固
有
名
詞
と
す
る
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
「
讐
南
金
」
（
黄
金
）
の
略
語
と
し
て
解
釈
し

た
。
「
憤
俳
」
は
『
論
語
』
「
述
而
篇
」
に
み
え
る
こ
と
ば
。
「
憤
せ
ず
ん
ば
啓
せ
ず
、
俳
せ
ず
ん
ば
登
せ
ず
」
。
朱
喜
…
の
注
に
「
憤
は
、
心

通
じ
る
を
求
め
て
未
だ
之
の
意
を
得
ず
、
俳
は
口
に
言
わ
ん
と
欲
す
る
も
未
だ
之
の
貌
を
能
く
せ
ざ
る
な
り
」
。
金
谷
治
氏
に
よ
る
と
、

「（

墲
ｩ
り
そ
う
で
わ
か
ら
ず
）
わ
く
わ
く
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
指
導
し
な
い
。
（
言
え
そ
う
で
言
え
ず
）
口
を
も
ぐ
も
ぐ
さ
せ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
で

る
の
で
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
教
え
な
い
」
と
い
う
意
味
。
「
頑
鄙
」
は
『
老
子
』
を
出
典
と
す
る
。
梅
尭
臣
は
「
大
雅
固
自
到
」
と
言

う
が
、
か
つ
て
六
年
前
の
詩
に
、
「
未
だ
二
雅
に
到
ら
ざ
る
も
未
だ
損
つ
る
に
忍
び
ず
」
（
「
答
襲
送
序
意
」
詩
。
前
出
）
と
当
の
斐
爆
に

語
り
、
「
大
雅
」
の
「
激
風
」
（
つ
よ
い
風
刺
。
「
答
斐
送
序
意
」
詩
）
に
「
到
」
る
こ
と
が
梅
尭
臣
の
目
標
で
あ
る
こ
と
は
斐
燈
も
承
知

し
て
い
る
。
「
固
自
到
」
は
、
お
互
い
そ
れ
を
承
知
の
う
え
で
広
げ
た
大
風
呂
敷
な
の
で
あ
る
。
「
不
盈
裾
」
「
采
藍
」
は
、
『
詩
経
』
「
小

雅
・
采
緑
」
を
ふ
ま
え
る
。
「
終
朝
に
藍
を
采
る
も
、
一
裾
に
盈
た
ず
」
。
夜
明
け
か
ら
朝
食
ま
で
藍
摘
み
を
す
る
が
、
衣
の
す
そ
に
も

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

ー
斐
燈
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
ー

九
五
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満
た
な
い
、
と
い
う
意
。
梅
尭
臣
は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
気
呵
成
に
摘
ん
で
も
満
ち
る
わ
け
が
な
い
、
と
お
ど
け
る
。
「
牛
鼎
函
」
は

『
准
南
子
』
「
詮
言
訓
」
に
み
え
る
こ
と
ば
。
「
牛
」
を
「
函
」
れ
る
ほ
ど
の
大
き
さ
を
も
つ
「
鼎
」
の
こ
と
。
こ
う
し
て
牛
や
ら
虫
や
ら

を
並
べ
て
喩
え
る
と
こ
ろ
が
梅
尭
臣
ら
し
い
。
最
後
に
曹
劉
、
顔
飽
と
そ
れ
ぞ
れ
並
称
さ
れ
る
い
に
し
え
の
文
学
者
を
馬
車
の
二
頭
立
て

の
馬
に
お
と
し
め
、
目
の
前
に
い
る
斐
・
宋
の
「
二
子
」
を
も
そ
の
「
才
」
か
ら
や
は
り
馬
車
馬
に
お
と
し
め
る
。

　

文
学
論
に
似
て
、
か
つ
て
斐
・
宋
を
た
し
な
め
た
と
き
の
口
調
と
は
異
な
る
。
気
安
い
間
柄
な
れ
ば
こ
そ
の
軽
口
で
あ
る
。
二
人
に
た

い
す
る
そ
の
気
安
さ
を
、
梅
尭
臣
は
同
年
に
制
作
し
た
別
の
詩
に
お
い
て
、
角
度
を
変
え
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

「
月
下
懐
装
如
晦
宋
中
道
」
詩

九
阻
無
人
行
、

寒
月
浄
如
水
、

洗
然
天
宇
空
、

玉
井
東
南
起
。

我
馬
臥
我
庭
、

帖
帖
垂
頸
耳
、

一
相
非
化
満
…
里
…
霞
、

安
欲
致
千
里
。

我
僕
寝
我
厩
、

相
背
肖
雨
己
、

　
　
　
　
　

（
巻
二
こ

九
阻　

人
の
行
く
無
く
、

寒
月　

浮
き
こ
と
水
の
如
し
、

洗
然
た
り　

天
宇
の
空
、

玉
井　

東
南
に
起
こ
る
。

我
が
馬
は
我
が
庭
に
臥
し
、

帖
帖　

頸
耳
を
垂
る
、

霜
花　

黒
霞
に
満
ち
、

安
く
ん
ぞ
千
里
を
致
す
を
欲
せ
ん
や
。

我
が
僕
は
我
が
厩
に
寝
ね
、

相
い
背
き
て
雨
己
に
肖
た
り
、



夜
深
忽
驚
魔
、

呼
若
中
流
矢
。

是
時
興
我
懐
、

顧
影
行
月
底
、

唯
影
與
月
光
、

畢
止
無
猜
殿
。

吾
交
有
装
宋
、

心
意
月
影
比
、

尋
常
同
語
獣
、

肯
問
世
俗
子
．
、

　

都
の
大
通
り
に
は
人
の
行
き
来
は
な
く
、

玉
井
の
星
座
が
東
南
に
あ
ら
わ
れ
た
。

霜
が
積
も
り
、

つ
合
わ
せ
た
よ
う
な
格
好
で
寝
て
い
た
が
、

の
と
き
、
私
は
ふ
と
感
慨
が
わ
き
お
こ
り
、

に
逆
ら
い
そ
し
る
こ
と
も
な
く

え
ら
れ
る
．
、
ふ
だ
ん
か
ら
話
を
す
る
の
も
黙
る
の
も
息
力
合
い
、

夜
深
く　

忽
ち
驚
魔
し
、

　

さ
け呼

ぶ
こ
と
流
矢
に
中
る
が
若
し
。

　

是
の
時　

我
が
懐　

興
り
、

　

影
を
顧
み
て
月
底
を
行
き
、

　

唯
影
と
月
光
と
、

　

畢
止　

猜
殴
す
る
無
し
。

　

吾
が
交
に　

斐
宋　

有
り
、

　

心
意　

月
影
に
比
ぶ
、

　

尋
常　

語
獣
を
同
に
し
、

　

肯
え
て
世
の
俗
子
に
問
わ
ん
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒
々
と
し
た
月
が
水
の
よ
う
に
清
ら
か
で
あ
る
。
大
空
は
洗
っ
た
よ
う
に
澄
み
わ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
の
馬
は
庭
で
寝
て
お
り
、
首
も
耳
も
ぐ
っ
た
り
と
垂
れ
た
状
態
。
黒
い
た
て
が
み
に
は
白
い

千
里
を
走
ろ
う
と
い
う
気
概
は
な
さ
げ
だ
。
私
の
下
僕
は
厩
舎
に
眠
り
、
背
中
合
わ
せ
に
な
っ
て
「
己
」
の
字
を
ふ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
夜
に
突
然
悪
夢
に
う
な
さ
れ
、
流
れ
矢
に
当
た
っ
た
か
の
よ
う
に
あ
っ
と
叫
ん
だ
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
分
の
影
を
ふ
り
か
え
っ
て
月
光
の
も
と
を
歩
い
た
。
そ
の
場
に
は
影
と
月
光
の
み
、
私

　
　
　
　
　
　

、
行
動
を
と
も
に
す
る
。
私
の
友
人
に
斐
如
晦
と
宋
中
道
が
い
る
が
、
そ
の
心
だ
て
は
月
と
影
に
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
．
、　
　
　

世
の
中
の
俗
人
ど
も
な
ど
相
手
に
す
ま
い
。

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

ー
1
斐
堤
と
宋
敏
修
に
つ
い
て

九
七
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冒
頭
、
静
か
な
冬
の
夜
の
ひ
と
気
の
な
い
大
通
り
と
、
家
の
者
が
寝
静
ま
っ
た
様
子
を
え
が
く
。
「
雨
己
」
は
も
と
は
『
書
経
』
「
益
櫻
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
や

の
孔
安
国
の
注
に
み
え
る
こ
と
ば
。
「
繊
は
雨
己
の
相
い
背
く
を
為
す
」
、
古
代
の
礼
服
の
文
様
が
「
己
」
の
字
を
背
中
合
わ
せ
に
し
た
形

で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
『
書
経
』
に
典
拠
を
も
つ
格
式
あ
る
文
様
を
、
こ
の
詩
で
は
厩
舎
で
眠
る
下
僕
の
寝
姿
に
た
と
え
、
ま
た
、
ぐ

っ
た
り
眠
り
込
む
庭
の
駄
馬
の
寝
姿
に
は
、
一
日
千
里
を
走
る
力
強
さ
が
窺
え
ぬ
と
か
ら
か
い
、
こ
の
家
の
あ
る
じ
梅
尭
臣
の
あ
た
た
か

い
ま
な
ざ
し
を
感
じ
さ
せ
る
。
悪
夢
に
う
な
さ
れ
る
下
僕
が
夜
の
静
寂
の
な
か
に
放
っ
た
叫
び
声
を
聞
き
、
い
ま
こ
の
時
間
に
起
き
て
い

る
の
は
自
分
だ
け
だ
と
気
が
つ
く
梅
尭
臣
。
ふ
と
「
懐
」
が
「
興
」
り
、
「
月
」
と
「
影
」
と
と
も
に
散
歩
を
す
る
。
起
き
て
い
る
の
は

自
分
と
「
月
」
と
「
影
」
の
三
者
と
な
っ
た
。
「
唯　

影
と
月
光
と
、
皐
止　

猜
穀
す
る
無
し
」
。
「
影
」
と
「
月
光
」
が
自
分
に
つ
き
従

い
、
三
者
に
て
興
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
と
こ
ろ
は
、
李
白
の
「
月
下
猫
酌
詩
其
こ
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
。

花
間
＝
亜
酒
、

猫
酌
無
相
親
。

畢
杯
逝
明
月
、

封
影
成
三
人
。

月
既
不
解
飲
、

影
徒
随
我
身
。

暫
伴
月
將
影
、

行
樂
須
及
春
。

我
歌
月
俳
徊
、

花
間　

＝
軍
の
酒
、

掲
酌
相
い
親
し
む
無
し
。

　
　
　
　
　
　
　

ち
カ

杯
を
畢
げ
て
明
月
を
遜
え
、

影
に
封
し
て
三
人
と
成
る
。

月
は
既
に
飲
む
を
解
せ
ず
、

影
は
徒
ら
に
我
が
身
に
随
う
。

暫
く
月
と
影
と
を
伴
い
、

行
樂　

須
ら
く
春
に
及
ぶ
べ
し
。

我
歌
え
ば　

月　

俳
徊
し
、



我
舞
影
零
乱
。

醒
時
同
交
歓
、

酔
後
各
分
散
。

永
結
無
情
遊
、

相
期
遡
雲
漢
。

　

「
相
い
親
し
」
む
相
手
を
も
と
め
て
、

の
「
月
」
と
「
影
」

が
主
題
の
詩
で
あ
り
、

で
あ
る
。

　

そ
れ
に
た
い
し
、
梅
尭
臣
の
場
合
は
、
「
畢
止
」
を
と
も
に
す
る
「
月
」
と
「
影
」
の
「
心
意
」
か
ら
、
「
無
情
」
な
ら
ぬ
有
情
の
友
人

「
斐
宋
」
を
想
い
起
こ
す
。
「
語
獣
」
は
、
語
る
こ
と
と
黙
る
こ
と
。
『
易
』
「
繋
辞
上
」
に
み
え
る
。
「
君
子
の
道
は
、
或
い
は
出
で
或
い

は
慮
り
、
或
い
は
黙
し
或
い
は
語
る
」
。
斐
・
宋
と
は
、
話
す
と
き
も
黙
っ
て
い
る
と
き
も
息
が
合
う
、
気
の
お
け
な
い
間
柄
で
あ
り
、

「
俗
子
」
と
は
こ
う
は
い
か
な
い
、
と
結
ぶ
。

　

梅
尭
臣
の
「
月
」
と
「
影
」
の
ご
と
き
二
友
は
、
「
君
子
」
の
高
潔
さ
に
お
い
て
梅
尭
臣
と
「
同
語
獣
」
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ふ

ざ
け
る
と
き
に
も
息
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
み
せ
て
い
る
。
李
白
の
「
我
歌
え
ば　

月　

俳
徊
し
、
我
舞
え
ば　

影　

零
齪
す
」
は
、
梅
尭

臣
の
「
語
獣
を
同
じ
う
す
」
に
相
当
し
よ
う
が
、
李
白
の
場
合
、
「
我
」
の
「
歌
」
「
舞
」
に
反
応
し
て
「
月
」
「
影
」
が
「
俳
徊
」
「
零
乱
」

　
　
　

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

ー
l
－
斐
爆
と
宋
敏
修
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
九

我
舞
え
ば　

影　

零
乱
す

醒
む
る
時
は　

同
に
交
歓
し
、

酔
い
て
後
は　

各
お
の
分
散
す
。

永
え
に
無
情
の
遊
を
結
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
る
か

相
い
期
し
て　

雲
漢　

遡
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

「
月
」
と
「
影
」
と
と
も
に
「
歌
」
い
「
舞
」
う
李
白
。
飲
酒
の
楽
し
み
が
わ
か
ら
ぬ
「
無
情
」

で
あ
る
か
ら
、
酒
が
ま
わ
る
と
、
「
交
歓
」
は
お
わ
る
。
「
永
」
え
に
「
無
情
遊
」
を
「
結
」
ん
だ
と
は
い
え
、
飲
酒

　

「
月
」
や
「
影
」
と
の
交
歓
は
、
「
醒
」
時
の
み
の
一
時
的
な
ま
じ
わ
り
に
す
ぎ
な
い
。
李
白
は
依
然
、
「
猫
」
り
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し
た
。
李
白
は
「
燭
」
り
で
あ
る
か
ら
、
主
体
は
「
我
」
で
あ
り
、
「
我
」
を
中
心
に
「
月
」
「
影
」
が
ま
わ
っ
て
い
た
。
「
月
」
「
影
」
と

た
わ
む
れ
た
あ
と
は
相
変
わ
ら
ず
「
猫
」
り
で
酒
を
飲
む
李
白
と
は
こ
と
な
り
、
梅
尭
臣
は
家
族
が
寝
静
ま
っ
た
家
で
一
人
、
「
月
」
「
影
」

の
ご
と
き
「
心
意
」
を
も
つ
親
友
二
人
を
「
懐
」
い
、
「
俗
子
」
と
は
一
線
を
画
す
る
自
分
た
ち
の
「
君
子
」
ぶ
り
を
再
認
識
す
る
。
梅

尭
臣
は
「
掲
」
り
で
あ
っ
て
「
掲
」
り
で
は
な
い
。
梅
尭
臣
に
と
っ
て
、
「
月
」
と
「
影
」
は
お
の
れ
を
「
猜
殿
」
す
る
こ
と
の
な
い
友

を
象
徴
す
る
。
彼
が
ほ
か
の
友
人
を
「
月
」
「
影
」
に
た
と
え
た
作
品
は
、
管
見
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
風
月
を
風
月
と
し
て
、
そ

の
ま
ま
に
鑑
賞
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
実
在
の
友
人
を
か
さ
ね
あ
わ
せ
る
。
「
我
」
を
「
猜
殿
」
す
る
こ
と
の
な
い
「
月
」
「
影
」

か
ら
、
「
猜
殿
」
す
る
こ
と
な
く
「
同
語
獣
」
、
お
の
れ
の
分
身
の
よ
う
な
友
人
、
装
燈
と
宋
敏
修
を
「
懐
」
い
起
こ
し
た
。

注
（
1
）

（
2
）

｛
3
）

（
4
）

「
送
宋
中
道
太
博
伴
廣
平
」
詩
。
宋
敏
修
を
送
別
す
る
詩
で
あ
る
が
、
梅
尭
臣
の
原
注
に
、
「
斐
如
晦　

時
に
亦　

呉
江
に
宰
た
り
」
と
斐
爆
の
名

を
挙
げ
る
。

「
乙
酉
六
月
二
十
一
日
予
雁
砕
許
昌
京
師
内
外
之
親
則
有
ヨ
氏
昆
弟
察
氏
子
予
之
二
季
友
人
則
青
平
叔
宋
中
道
斐
如
晦
各
据
肴
酒
送
我
子
王
氏
之

園
蓋
灌
而
去
明
日
予
作
詩
以
寄
焉
」
詩
．
、

「
與
斐
如
晦
二
通　

其
一
」
（
『
欧
陽
脩
全
集
』
巻
一
五
こ
は
梅
尭
臣
の
没
し
た
嘉
祐
五
年
に
斐
堤
に
送
ら
れ
た
手
紙
で
、
「
聖
愈
の
鱒
助
、
遂
に

獲
る
こ
と
幾
何
ぞ
」
（
梅
尭
臣
の
葬
儀
費
用
の
カ
ン
パ
は
ど
れ
く
ら
い
集
ま
り
ま
し
た
か
）
と
い
う
。

『
宋
人
博
記
資
料
索
引
』
（
鼎
文
書
局　

民
国
七
五
年
）
に
よ
る
。



（
5
＞

109 87 612　11
（
1
3
）

梅
尭
臣
が
都
を
離
れ
る
際
に
は
斐
・
宋
ら
に
見
送
ら
れ
た
。
「
乙
酉
六
月
二
十
］
日
予
雁
辟
許
昌
京
師
内
外
之
親
則
有
ヨ
氏
昆
弟
察
氏
子
予
之
二

季
友
人
則
青
平
叔
宋
中
道
斐
如
晦
各
擦
肴
酒
送
我
丁
王
氏
之
園
蓋
憧
而
去
明
日
予
作
詩
以
寄
焉
」
詩
、
「
送
膏
斐
二
子
週
馬
上
作
」
詩
に
み
え
る
。

原
注
に
「
六
月
二
十
九
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

中
華
書
局　

一
九
七
九
年
、
、

「
次
韻
和
宋
中
道
再
寄
」
詩
。
嘉
祐
三
（
一
〇
五
八
）
年
、
巻
二
八
。

「
斐
如
晦
自
河
陽
至
同
韓
玉
汝
謁
之
」
詩
。
巻
一
七
。

「
丙
戌
五
月
二
十
二
日
書
寝
夢
亡
妻
謝
氏
同
在
江
上
早
行
忽
逢
岸
次
大
山
遂
往
遊
防
予
賦
百
饒
言
述
所
観
物
状
及
繕
尚
記
句
有
共
登
雲
母
山
不
得

同
宮
虞
倣
像
夢
中
意
績
以
成
篇
」
詩
。
巻
一
六
。

拙
論
「
梅
尭
臣
の
贈
受
品
詩
」
（
『
中
唐
文
学
會
報
』
第
八
号　

二
〇
〇
一
年
）

「
河
陽
秋
夕
夢
與
永
叔
遊
嵩
避
雨
於
峻
極
賦
詩
及
畳
猶
能
憶
記
俄
而
僕
夫
自
洛
來
云
永
叔
諸
君
陪
希
深
祠
岳
因
足
成
短
韻
」
詩
。
天
聖
一
〇
二

〇
三
二
）
年
、
梅
尭
臣
三
一
歳
、
巻
一
三
．

『
論
語
』
岩
波
文
庫

梅
尭
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩　

－
斐
煽
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
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